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論文内容の要旨
本論文はモアレ法を用いて静的引張りをうける十字型溶接継子の塑性変形挙動を観察するとともに
その結果を基礎として継子強度におよぼす各種要因の影響を検討した結果を取りまとめたもので、緒
論、 6 章および総括から成っている。
緒論では本研究に関連した従来の研究を概観し、継手各部の塑性変形挙動を明らかにして、継手強
度にむよぼす溶接部断面の幾何学的形状・寸法などの諸要因を解明することが本研究の目的であるこ
とを述べ本研究の特徴を明らかにしている。
第 1 章では継子各部の塑性変形挙動の観察のために本研究で用いた貼付方式のモアレ法によるひず
み測定の原理むよび装置の製作とひず、み測定の精度の検討について述べている。
第 2 章では幾何学的に複雑な形状を有する十字型溶接継手各部の塑性変形挙動をモアレ法によって
観察し、溶接部断面の幾何学的形状、溶接のサイズ、とけこみ量が溶接部の塑性変形挙動におよぼす
影響を明らかにしている口
第 3 章ないし第 5 章では、第 2 章で得られた塑性変形挙動の観察結果に基づき、十字型溶接継手の
強度特性について論じている。
まず第 3 章では鋼板から削成した十字型溶接継手模型試験片を用いて、その強度特性におよぼす溶
接部断面の幾何学的形状、溶接のサイズ、とけこみ量の影響について実験的検討と論考を行ない、継
手強度に影響する因子を見出すとともにその影響を定量的に明らかにしている。
第 4 章では継子の降伏強度と最大強度について塑性力学的考察を行ない、第 3 章で得られた諸因子
から継子の強度を算定し得る理論式を導き、この理論式による計算結果が実験値とよく一致すること
を石在かめている口
第 5 章では継子の強度特性にむよぼす材質の不均一性および溶接長の影響について実験と考察を行
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ない、継手の破壊様相が母材と溶接金属の強度の組合せによって異なることを示し、第 4 章の理論的
考察を基礎としてそれぞれの場合の継手強度を推定し得る算式を提示している。
第 6 章では本研究の応用例として、部分とけこみ溶接継手の強度、両面あて金溶接継手の強度なら
びに十字型すみ肉溶接継手の強度におよぼすギャップの影響と溶接金属の強度の影響について実験と
考察を行なっている。
総括では本研究の結果を取りまとめている。
論文の審査結果の要旨
本論文は幾何学的に複雑な断面形状を有する十字型溶接継手の静的引張りによる塑性変形挙動と継
手強度について論じたものである。まず、モアレ法によるひずみ測定装置を用いて従来十分な検討が
なされていなかった継手各部の塑性変形挙動を詳細に観察し、塑性変形挙動におよぼす継手断面の幾
何学的形状と寸法の影響についていくつかの新知見を与えている。さらにこれらの知見に基づき、引
張りをうける十字型溶接継子の降伏強度と最大強度におよぽす継手の断面形状・寸法の影響ならびに
母材と溶接金属の強度の組合せの影響を実験的・理論的に明らかにし、継手の強度に影響する因子を
明確にするとともに継手強度を推定し得る算式を提案している。
以上の成果は溶接継子の設計上有用であって溶接工学上貢献するところが大き Po
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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